
岡崎市行財政改革推進計画の概要①

１０年後（令和１２年度）の「スマートでスリムな⾏政運営の確⽴」を実現するために、岡崎市⾏財政改⾰

大綱で４つの戦略を設定しました。

岡崎市⾏財政改⾰推進計画では、４つの戦略に基づき「作戦」にあたる取組をまとめます。

４つの戦略

１ 多様な主体との連携

２ 先進技術の駆使

３ 先を⾒た選択とシュリンク（縮減）

４ Smart＆Slim な人材の育成
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岡崎市行財政改革推進計画の概要②

STEP１(R3〜R5)

効率化地盤固め＆
⾼度化に向け⼀歩

STEP２(R6〜R9)

効率化の成熟＆
⾼度化への移⾏

STEP３(R10〜R12)

効率化の継続＆
⾼度化の定着
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あらゆる手続きのデジタル化
ワンストップ化・ワンスオンリー化
ビッグデータの活用
労働生産性向上

エビデンスに基づく企画・政策
⽴案
予測・予防型サービス
プッシュ型サービス
オンデマンドな⾏政サービス
人間でなければできない業務
への専念
広域によるエリア価値向上

組織の課題を発⾒し、解決できる職員 組織の枠を越え、新たな価値を創造できる職員
人
材
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成

戦略１（連携）
⺠間委託・譲渡、ＰＦＩ、
市⺠協働、広域事務等

戦略２（先進技術）
公文書電子化、ＡＩ・ＲＰＡ、
モバイルワーク、Ｗｅｂ会議等

戦略３（選択＆シュリンク）
ハンコレス、ペーパーレス、
業務棚卸、公共施設マネ等

公共領域の最適化
広域による⾏政課題解決
AIによるデータ分析
システム標準化、業務標準化
単純事務からの解放
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推進計画では１０年間を３つの

STEP に分けて、各 STEP に必

要な取組を集中的に推進しま

す。

推進することで、⾏政サービス

の提供に投入されている経営資

源（ヒト、カネ、モノ、時間

等）は、⾼度化していく⾏政サ

ービスへ移⾏していきます。



岡崎市行財政改革推進計画の概要③

推進計画に掲載した取組は、年度ごとに進ちょく状況と得られた成果・効果を報告書にまとめて報告しま

す。推進計画に掲載されていない検討中の取組でも実施レベルの取組になれば、推進計画を修正し追加・

掲載していきます。また、完了した取組や効果の⾒込めなくなった取組は随時削除していきます。

取組によって⾏財政改⾰の効果を出すことを目的として、スピード感を持って取り組みます。

進ちょく管理のイメージ図


